
我園に於ける遠地々震の振幅分布

遠地々震の異常震域(第2報)

森田 稔

1. 緒言地震波の振幅は震央距離・震央に於ける方位角等Kよって愛化す

るととは勿論であるが，其他に観測所固有の地層或は地盤の影響も亦見遁し難

い.各地の地震計記象の譲取から振幅に関する一般的友結論を導かラとする際

には先づ此種の影響に劃して遁嘗えに補正を施すととが望ましく，厳密注目的に

は共補正が是非必要で、ある.著者は本文に於て特に遠地々震の場合に就て斯の

如き観測所に固有な振幅愛化量とも謂ふ一べきものを調べ，我圏各地に於ける値

を定めんと試みた.

観測所に固有友振幅愛化量を求めるには一般に観測所々在地の地盤に無関係

えに或る標準の地殻構造を仮定し，共標準地盤に釘する振幅と質際の振幅との比

較によって論宇るのが理想的であるが，厳密友丈けに取扱が容易で友い.と L

で、は或る遼地々震の金園tて於ける振幅の平均を以て共地震の標準の振幅とイ良定

し，それと各地に於ける拡幅との比邸ち相封振幅とも謂ふべきものを以て，共-

地に特有た量を表はさうと試みた.併し，其様な相釘振幅を考へる時，共大さ

は同一観測所に於ても震波の遡期によっで異るべきとと勿論であるから，常に l

同ーの相に着目するのでたければ此様な定量は無意味である.本調査に於ては

其様友相としで表面波相を採った.のって本調査は週期の黙よりすれば長週期

波におして震されたものである.

嚢K著者は特に小友る遠地々震のみに着目し，今岡と同ーの目的を以て我園

各地の振動性能を調べ，我図に於て特に遠地々震に感じ易い地方と然らざる地

方のあるととを見出して報告lてたととがあった.向調査は振幅の大さ其物を数

量的に取扱ったものでは友くて，小たる遠地々震が記象紙上で、認められた同教
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を各観測所に就て調べ上げたものであったから振幅が数量的に如何程愛化す

るかに就ては何等指示する所がたかった.今岡の調査は主旨に於ては前向のそ

れと向ーであるが，振幅の愛化量を数値を以て指示せんとした所に根本的の相

違がある.

更tて爾者の異る黒占は，前向の調査では主として P，S等短週期波に封して敏-

感な地域が得られたのに封七，今岡は長週期波に感じ易い地域を求めんとした

江とである.而して之等雨同の調査によって斯の二種の地域が互に具れる分布

をなすにとが判明し，我図の地殻構造に封してーの示唆が輿へられた.

2. 調査の方法'遠地々震の表面、波の振幅を各地の記象紙上より護取れそ

れを以て各地の相釘振幅を定めるととは最も受賞な方法であるが，多くの地震

に就て一々それを貴行すること Aは容易でない幸に各地よりの地震観測表には

最大動振幅の報告があり，之を利用するととによって統計的乍ら略主上の目的

は蓬ーせられるー遠地々震の最大動は多く表面波の部分に現れるからである.著者

は此方法を鐸んだ.故に最大動として報告されたものが其設現時或は週期等よ

り見て表面波以外の波相と認められるものは可及的除外したとと勿論である.

調査の材料と廿る地震は 1936.......38年間の 20向の遠地々震で，特に規模の

大なるもの，震夫が我図領土り一部に飴り近からざるもので我圏各地で多数の

報告あるものを揮んだ.夫等の震央位置(中央気象豪年報による)は第1表の

.如くである.

調査は之等の地震め我図本州及び九州地方の各地観測所 46個所に於ける各

成分別の最大振幅報告fn立を基礎と Lて行はれた.墓潜p 朝鮮等我園周遅の地の

材料は主とし七震央距離及び震央に於ける方位角の範園が官会りに技大するのを

防ぐため採用を避月た.震央距離に比し虞範園の観測値を材料とする時は震央

距離に因る影響は無現し得ざるべ・く，叉材料の範圏が飴りに長き地域に失する

時は場合により震央に於ける方位角の差異に因る影響少からざるべきを以で，

今同の調査に於て仕比較的狭小なる範国を樫び，以上2項の補正を省略した.

賞該医域に於ける最大及び、最小震央距離並びに方位角の差は第 1表「今の範

圏J及び !<Pの範圏j友る項に示す如イ比較的小なるものである.

3. 上下動と水平動との振幅の比 上下・水平爾成分の振幅の比は理論的に
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r、
事 1表調査材料とせる 20個の地震

設(G.震時
A の
範rp園の
平均最大振幅 (1") 観測の敷

No. M;T.) 震' 央 範園 N E Z N E Z 

一 一 一 一
36N 103

0

E 
。

1 11936 1I 7 23-32 25 169 195 142 19 21 11 

2 1I 15 48 133E 35--46 17 274 255 360 16 17 11 

3 W.19 7S-157E 44--52 15 294 328 132 18 19 4 

4 Y'27 30N 84E 38-48 13 94 77， 60 19， 20 11 

υ 四 5 3N 130E 28--40 17 74 39 63 10 9 4 

G 四r23 5N 95E 43-56 8 123 131 92 17 16 11 
7 1x 19 4N 9τE 42--55 10 611 428 208 27 28 15 

8 X 5 3N 126E 29-42 16 53 38 54 13' 11 7 

9 I 1937 1 7 36N98E 27-36 。2 1，060 1，550 1，310 36 36 32 
10 1 25 78 165E '47-55 16 209 216 189 。26 26 14 

11 W 16 20S 175、v 69--80 12 111 129 87 26 28 14 
12' 四 22 65N 147W 48--61 8 168 197 151 21 23 

13 百JIl1 1N 120E 33-46 13 58 53 35 15 15 

14 wr 31 26N. 98E 28--40 16 77 53 22 17 15 
15 ]X¥ 3 52N 179E 28-42 12 70 72 53 24' 23 

16 1x 23 68154E 43-51 17 60 58 39 30 30 13 

17 1x .27 78 112E 42-56 10 33 23 14 22 22 14 

18 1x 14 30N 82E 40-50 12 78 49 21 24 22 121 
19 1938 1I 2 O 131E 41--，.48 15 2;753 2，9'20 2，780 30 32 戸22

20 Y 13 58 149E 36-43 15 638 682 913 19 • 17 . 8 

は L()ve波ならば Oで， Rayleigh波ならばI¥.=μ芝居の無い場合は凡そ 1.47，

屠のある場合は依件によっては 1 より小たる値をとるとともあるから?一般

に1でないと見倣してよい.遠地々震の最大動では賞際どうなってゐるかを調

べて見た.

上下動の最大探幅を Mz，水平動の最大振11屈として N，.E爾成分の平均をと

り之を MHとし，此間の関係を

Mz=kM亘・・・・・・・・・・・・・・(1)

或は Mz=A+k'MH' :・・・・・・・・・・・・・ 1・・・・・・ i・・(2)

と仮定L.，最小自乗法によって常数 k，A，. k'等を定めた.先づ試みに此関係
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を園上にプロットして見ると，振幅の比較的小さい所で、は相醤よく纏った直線

、的関係が見出されるが，振幅の大きい所ではバラ付くとと.を見出す.よって最

小自乗法の手綾は振幅の比較的小友る地震のみ 13個を揮んで行った，、斯じて

13個の観測方程式が得られF 共各主に観測個所の敷 m(=mN十mE+mz)主主る

'重みを附して計算を行った結果， (1)， (2)は夫々次の如くなった.

Mz=0.79MH ..・・・・・ブ・・・......・・・・・・・(3)

Mz= -15~十 0.90MH .......・・・・・・・・・・・(4)

但し (4)に於ける皐位は μである.第 1園は以上の関係を園示せるもので，

各黒占の傍の数

字は重みmを / 

表はす.

(3)に従へ

ば上下動の振

幅は水平勤の，

約0.8倍， (り ごろ
国民

200 

150 

に従ヘば約 '同 100

0.9倍である.

(4)に於てMH 50 

の工711-以下

では Mzが負

であるとと

は，震際には

磐 1闘'}，f元ιMHとの闘係

‘ミJ
司書So

.]/8 e 

lJ 

ち2
38_S8 

50 100 150 200 
JfH(p) 

一一上
250 

一次式で、表はすのが無理で，共遺ではMzが MHに比し極めて小さいととを意

味するもの之解緯される・ e尤も此遅には食会り観測が友いので確かなととは判ら

友い.
a・
‘ 

要するに上下動の振幅は水平動の 0.8乃至 0.9倍である.

4. 各地に於ける平均相割振幅或る一つの地震侭於ける或る観測所の相割

拡幅なるものを弐の如く定義する.
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一一或る観測所の振幅
相釘振幅rm-全観測所の平均振幅

従って之は元を有したい量である.

計算の結果，一観測所の相釘振幅は成分により格別差異の無いととを確認

した.仰って以下.の取扱に於ては強ひて成分間の差別を設けすτ，各成分同等に

取扱ふとと Lする.故に 20同の地震に釘し，夫等の振幅を全部報告したとす

れば2 一観測所に就き 60個の同等友報告があるとと Lたる.賞際には最も多

い所で 54個の報告があった(第，2表参照).叉若し或る地震の或る成分に就

き，杢観測所が洩れたく報告したとすれば，報告の数は 46個ある謹である.

寅際には報告洩れがあるので，常に之よりも少い.最も多いもので 36佃の報

'告があったぐ第 1表参照).

今之等 60佃の有り得ベき報告の 46観測所に於ける値を弐の形式にようて

表示するものとす，る.

((.11 α12 ・・・・・・・・・・・・α1i ・・・・・・α1河

--((.:ll αzz ・・・・・・・・・・・・α'li ..，・・・・・ α ~n . 

-・(5)
1
 

・2
UU
 
αi'!.・・・・・・・・・・・・・・αtj ・・・・・・・・αin

m
 
u
 

α骨LZ :α'fIり -・αmn

之は横に成分，縦に観測所のJI民に並べたもので，賓際の数は m=46，n=60で

ある.各成分に釣し 46観測所の凡でが，叉各観測所に封し 60佃の報告の凡

てが完備してゐるものではないから，此数列表示は充賓せるものでは友い.

ー之によって上の定義に従ふ相釣振幅を表はせば，第 4番目の観測所の第j番

目の成分に関する相撃す振幅 αりは

α-~-~α'tJ 一一り2:αtj. 2J向
-・・・(6)

Mj 

訟に Mj は j番目の成分の振幅を報告せる観測所の数を表はす.
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j=lより j=60迄の αij の平均と見倣し得るものを第 4番目の観測所の

平均相封振幅と名付ける.本文ではそれを導くのに二つの方法を用ひた.

第一の方法は j=lより j=60'迄の的Jの相加平均をとるものである.印

ち此方法による平均相封振幅を lむとすれば，

ki二台αiJ . . . . . : の

拾に Niは 4番目の観測所の報告の数を表はす.

第二は最小自乗法による方法である.印ち之による平均相封振幅を川又 4

番目の観測所の振幅を一般に α"i，的に劃する全閤平均値を可とし，

j'i二 αi/Cii・・・.........・・:・・・・ 7・・・ (8) 

邸ち αi=riα4・....................・・・・・(9)

に於て偽証;に αir， αi，!， ・・;瓦，ai2 ......等の観測値を代入し，ri をー

常数として最小自乗法にかける.但し此手綾に嘗つては突に述べるこつの考慮

を揚った.

(1) 成分毎に異る重みを附じたとと.多くの観測のある成分と少い成分とで

は平均値函の精度従って「重み」に差異がある詳である. r.重みJ~考慮さ

るべき因子は此他種々あるべきとと論を侠たないが，夫等は簡草に定量出来な

いため，此庭では車陀観測値の敷 Mjを「重み」として採用じた.斯くして標

準方程式は

2S(的j~向;)
・・(10)

(1:向j)2

1:~ 
j Jlfj 

(II) 振幅の「桁直し」を行ったとと.第 1表所掲の 20但!の地震には振隔

が 10:Jμの桁に及ぶものもあれば 10μ の桁のものもある，之等の振幅は記

象上の振幅を地震計の倍率(基本倍率，振動倍率F 衝撃倍率等)を以て除した

ものであれ地震計の倍率は現在信用数字2桁位で、あるからF 之等の振幅の誤

差は探幅の桁数に庭、じτ異る桁童文をとる諜である.従って之等の誤差は最小自

乗法の遁用に必要な誤差函数の分布をなさない.そとでか Lる場合にも最小自

乗法が適用される様， r桁直L.Jといふととを行った.

ぐ46) 



例へば依りに 1，536μ といふ振幅が報告されるとも，現在の所信用し得る数

字は高々最初の二字に過ぎ友い.そとで之を 2桁下げて 15.36μ と書鑓へれ

ば小数貼以上の数字は先づ信用し得る1こと Lなる.本文で「桁直し」とは斯

の如くノj、数期以ょが信用し得る数字を表はす様9桁を下げるととをいふ.

本調査で行った桁直しの賓際の方法は，第 1表所掲の平均振幅が 100μ を

超える場合は1桁， 1，000 ftを超える場合は 2桁だけ其成介に属する金観測値

の桁を一様に下げた.例へば地震番銃 1の N 成分は平均振幅 169μ である

から 1桁下げて 16.9μ とし，之と同時に此行部ち (5)の数列の第 1行に

属する全観測f[立の桁を 1つ宛下げるのである.叉地震番競9の各成分は何れも

千均振幅が 1，00.0μの桁であるから， (5)数列の第 25乃至 27行目は何れも

観測値を・2桁宛下げる.

以上二つの別な方法によって求めた平均相封振幅 k及びヂの各観測所に於

ける値は第 2表所掲の如く友る.同表の観測所は rの11.闘に並べてある.

k と r とで一般に多少の相違があるが，之は次の理由による.前述の説明

，では便宜上 kも r も同様に 46観測所の材料のみを用ひて求めた様に記七た

がp 賓は k ~L就ては多少具り， No.9から 18迄の地震に於ては kを求める

際第2表の 46観測所の材料のみたらすτ，我領土内全観測所の材料による平均

振幅を用ひた.共f喜多少の差異を生じたのである.第3表に之等 46観測所の

みの材料による場合(上欄〉と，上記杢観測所の材料による場合(下欄)との

平均振幅の比較を示す.此差は案外小さいととが判る.fbj同表には各々.の場合

に於ける観測材料の敷 JYIj-をも示しである.

斯の如く kと r との差は材料K若干の相異があるととに一部基因してゐる

が，併し此様な原因はなく共，k と r とは全然一致する筈は主にいのであって.

若し T を求める際採用した候定が誤差論的に正しければ、， ~.の方が k よりも

理論上は正嘗な値を示す筈で、あるそとで本調査では Tの方を重践するととと

する.若干の観測所に就て T の平均自乗誤差仲を求めて見ると第 2表の如

くなり，一般に rの値の 10--20%である.

(1-)之は平均張幅が 1，0001"を超える成分には其観測方程式に 1/100，100/"を超える
成分には 1/10，1001"未満の成分には 1の重みを附したのと同等である・
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No. N. 

1 

横襲来
'潰l時

38 
2 '48 
3 

松尽岡
326 8 4 

5 16 

6 

宮輪室高潮 島戸知岬山

21 
7 17 
8 28 
9 8 
10 37 

11 八丈歌 島 ]3 
12 36 
13 

柑熊有名 古 E本尾山差 25 
14 26 
15 、29

16 

紳筑亀測彦 波 本戸根山山

524 5 17 
J8 3 
19 45 
20 6 

2] 

栂銚櫛大宮 前 津古子崎阪

232 1 22 
23 6 
24 32 
25 12 

226 7 
扇護岐長 ! 阜野島国

28 
23 

28' 40 
29 30 
30、

* 戸 29 

31 
盛清甲 、
オ府t 33 

32 
15 4 33 岡

34 
知長嵐 崎岡

14 
35 28 

36 

宮前沼草岡(支橋峠津島〉

226 8 37 
38 9 
39 6 
.40 26 

41 
、松貴島 谷 30 

42 山 32 
'43 八.

者戸E 
15 

" 44 
万豊富ミ

5 
45 江 5 
46 岡 26 

J ・

策、、 2 表

N1 No 

一
35 3 
33 15 
19 9 
23 13 
12 4 

13 8 
8 9 
12 16 
5 3 
19 18 

10 3 
15 21 
12 13 
14 12 
15 14 

16 9 
20 34 
1 2 
12 33 
3 3 

16 16 
4 17 
2 4 
13 19 
5 7 

10 18 
8 15 
10 30 
13 17 
7 22 

12 21 
2 3 
5 9 
2 12 
6 22 

6 20 
4 24 
3 6 
O 6 
1 25 

2 28 
2 30 

，O Q 15 
5 

O 5 
O 26 
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k 'i" 

2.12 2.24 
.1.67 1.81 
1.73 1.72 
1.33 1.40 
1.60 1.39 

1.42 1.36 
1.33 ].27 
1.23 1.24 
1.31 1.24 
1.02 1.14 

1.05 1.14 3 
1.00 1.1 
1.22 1.09 
1.09 1.m 
1.17 1.07 

1.31 1.04 
0.92 1.02 
1.10 1.00 
0.85 0.97 
1.10 0.94 

1.09 0.93 
0.58 0.92 
0.90 0.92 
vn 0.87 
0.91 0.84 

1.02 00 .• 884 3 0.94 
0.76 0.83 
0.91 、 0.83 
0.77 0.82 

00..884 9 0.75 
0.74 

0.92 
00 •. 668 5' 0.75 

0.51 0;62 

0.70 0.57 

00..667 2 0.54 
0.48 

0.35 0.47 
0.50 0.45 ' 

0.41 0.38 
0.31) 0.36 

00.. 37 0.35 
.26 0.32 
0.29 0.31 
0.26 ~. 0.25 

f!γ 

0.18 
0.12 
0;21 

一

0.19 

0.14 
' 

一

一
一

一
.一

0.12 

一
一

一

. 一一

0.05 
0.24 

一
一
一

ιム』 ー」ー一一ー

、 . . 
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集 3 表

地震呑競 9 12 13 

成 分 N 1 E 1 Z 

iod11  

NIEIZINIEIZ N I.E j Z NIEIZ 

一一一一一一一一一一
平均振幅(p) 1，060 1，5.50 1，310 209 216 189 111 129 871 168 197 151 58153 35 

Mj 36 36 321 26 261 14 261 28 141 21 23 71 1.5 151 9 

平均振幅(p) 1，132 1，144 1，247 200 195 189 105 131 821 143 152 151 911 80 35 

Mj 71 68 43 33 35 16 49 50 181 29 33 71 31 30111 

地震番披 14 15 16 17 18 

成 分 N E Z N E Z N E Z N E Z NIE Z 

一 一 一 一 一
平均振幅(p) 77 53 221 70 72 53 60 581 39 331 23 1417b 49 21 

Mj 17 15 61 24 23 11 、30 301 13 221 22 14124 221 12 

平均振幅(p) 77 50 251 70 681 ' 51 55 561 39 391 24 141 76 601 21 

Mj 23 ー20 81 34 321 12 37 39 141 28 28 141 42 371 13 

f払第 2表には各観測所の相割振幅の程度を示す指数として，Jc及び T の

他，各観測所の相割振幅が 1より大である観測の敷 N1 と，d、である観測の

敷 N'!.とを示して置いた.Î~Pち相封振幅が大きい所程 N1 がれに比して比

較的大きい筈であって3 之は或意味に於て k の標準偏差従って共信用度を示

すものと見られる.

5. 卒均相封振幅の分布 rの分布闘を作ると第 2固の如くなる..Jcの分

布も之と大同小異である.斜線を施したのは ρ1の範園令部ち之等の部分

では振幅が平均より大きいのである.

此闘を見ると衣の如き事柄が目立つ，

(I)振幅の大きいのは概して関東以西の太平洋に面した地方で，海岸は内

陸に比し一般に大である.

(II) 日本海側でも富山及び輪島は大きい

(III) 太平洋側でも伊豆宇島の附近及‘ぴ富i崎で、は小さい.清水も小さいが，

確定的なととは言へない.

(IV) 関東地方の一部では異常に大きい.

く1プ理論的には k=lの時 jl，T1=Nzとはならないで，N1<N2である (Poi柳川1 の諜
差法則).
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事 2 間 rの分布闘〈斜線を施せるは r>lの地域〉
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之を地質撃的に見ると，振幅の大きい所が所謂西南日本の外帯とプォッサ・マ

グナとに大健一致してゐるととは興味あるととである.本調査では捧んだ観測

所の敷が柏、不十分のため，相封振幅1の境界線が粕不確定を琵れ友かったが，

若し之が今少し確定すれば.，地質との関係は尚一層明瞭と友らう.地質撃の立

場よりせる所謂西南，東北雨日本の差異が地球物理墜にも認められるととは坪

井(忠)博士の嘗て論ぜられた所で著者、亦嘗て之に論及したととがあった

くり坪井忠二;地球物理皐的K見た東北日本と西南日本.岩波講座，地質事其他(昭和 。
7年).

(2) 森田稔;官官話熊野灘深接地震に現れた東西日本の特異性験震時報， '9く昭

11)， 231--251. 
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が，本調査の結果にも亦明瞭に認められる.

関東地方が地球物理皐的に特異性を示すととも坪井博士其他により屡々強調

されてゐる所で、あって，本調査に於て此の部分に強い異常性の現れたととも関

東の地殻構遣と深い関係があるものと思はれあ.

6. 今、悶の結果より見た前の所謂異常震域の解穣更に今之等の地域を著者

の前向の調査の結果と封比して見る色極めて興味ある事賓の存在するととが判

る.13Pち前向の調査に於で知れた前向の所謂遠地々震の異常震域地方は，少数

の例外を除いては，今同のものと一致せぬととである.13Pち前向の結果に於け

る異常度高き地方で今同皐示せる地域と一致するものは，迫分を除き，名古屋

のみであって，而も名古屋は前向の報告にも記載せる如く (36頁九柏異例と

見倣し得るから，先づ之等爾地域は互に相容れたいものと見倣してよからう.

・此封比は前向の「具常度高き地方は主としてp..s等の短週期波動に釘して感

じ易く，異常度の低い地方は主として L，・M 等の長週期波動に感じ易い」と

いふ結果 (33~35 頁)を十分裏書きせでるものであって，之によって異常震域の

機構が略主見営付られる.

筆者は前向「異常震域が遠地々震に封し敏感であるといふととは，主として

異常震域地方の地盤の性質中方向性を除く他の性質に関係し，一般に地球内部

の物質の差異及び観測所の地盤の方向性には無関係であるJ(36頁〉と推定し

たが9・今同の奉示地域が前り具常震域地方と相容れ左いととより更に「異常震

域地方の地盤は短週期波動に感じ易い性質を有し，長週期波動は共地盤で、は大

たる振幅を示さたい」・ととが判った.今，之より更に推論を進めるため，本調

査で奉示せる地域に於て最大動邸ち表面波の振幅が増大する理由を考へて見よ

フ.

表面波の振幅が増大するのは表面波の勢力が此庭に集中するためか，或は之

等の地域が長沼期の地震波に釘して二次娠動を起すためかの何れかである，若m

し前者の理由によるものとすれば，之等の地域では表面波の速度が他の地方に

~比して小さくたければならない.観測するものが主として Love波とすれば，

之等の地方では表層の厚いとと或は上暦に於ける S 波の速度が小たるととが

(1)前出 41頁脚註く1).
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必要である.叉主としてと Rayleigh波とすれば S波の速度の小なるととが必

要である.叉若L後者の理由によるものとすればy 之等の地域では，層構造を

仮定すればそれが厚く，仮定しなければ弾性が小さいととが必要と思はれる.

‘之を要約すれば， (1)表層が厚いか. (2)弾性率主として剛性率が小さいか

の2つの篠件に腸着する.而して遠地々震の異常震域では此反封の篠件が成立

すればよい諜である.fJpち， (1)表層が薄いか，、(2)弾性が大きいかである.

併し此二俵件は何れ共決し兼ねる.とのととは就に屡々調査の封象となったP

波の停播異常・近地々震の異常震域の問題に於けると同様である.要は不透績

暦の存否に劃する見解によって決まるものである.

7. 以上雨種の地域と沼地々震の異常震域との関係裁に於て更に我々は之

等雨種の地域と近地々震の異常震域との関係を調べて見る.そして後見するこ

とは， '近地々震の異常震域は叉之等爾種の地域の何れ之も大韓に於てJ 致しな

いととであるJとれは又一つの新しい重要た事震であって，之によって叉前節の

解稗が一層強.く裏書きされ

ると同時に，近地々震に於

ける異常震域生成の機構が

ー居明確となる.印ち近地

々震では震波の週期は遠地

々震に於けるよりも一層短

いととを考慮し，上の解緯

を敷約すれば「近地々震の

異常震域地方では遠地々震

の異常震域地方に比し更に

一層表層が薄いか，或は弾

‘性が大きい」といふ結論に

遣する.事責之等の地方で

は短週期波動が著しく卓越

集 3 国

する乙とは験測者の熟知する所であり，従って加速度の大とたるととは石川氏

く1) 石川l高見;異常震域(第2報).験震時報;7， 37-70. 
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の研究によって明かであって，共後諸家の各方面よりの研究を経て現在略土明

かにされた該地域の構造は上の解樟から導かれるものと金くヶ致するのであ

ーる.

第 4闘に以上三種の地域の概略を示す.之等の地域の或部分は重複してゐ

るが，之等の真相並びに解緯に就ては更に後日の詳細注調査に侠つべきであら

う.

e. 結論 (1) 我図各地に於ける遠地々震の最大振幅分布を調査し，各地の
相割振幅を定めた.共結果，相釘振幅l以上に達する地方は地質的に所謂

(1) 西南日本外帯

(2) フォッサ・マグナ

の各地域と一致し，他に

(3) 関東地方の一部

に於ても大たる振幅を示すととが明らかとなった.

(II) 之等の地域を嚢に議表せる遠地々震の異常震域，及び既に知られてゐ

る近地々震の異常震域と比較し，之等三種の地方が互に相異るととを示し，共

機構を考察して弐の結論を得た.

(1) 遠地々震に於て最大振幅の増大する地域では表層が最も厚い，或は弾一

性常数が最も小さい.

(2) 近地々震に釘する異常震域地方は表層が最も薄川或は弾性が最も大

きい.

(3) 遠地々震に謝する異常震域地方は表層が以上ご地域の中聞の厚さに在

る，或は弾性常数が中間の値を持つ.

(III)..遼地々震最大動の上下成分と水平成分との振幅の比は 0.8乃至 0.9で

'ある.

本調査は中央気象墓地震掛の材料によって行うたもので，調査に際し親しく

御指導を仰いだ岡田塞長・松津教授・本墓地震掛本多博士共他掛員諸氏に深甚の

謝意を表L.，叉御耳j]力を仰いだ首蓋員諸氏に厚く得躍申上げる.

(昭和 15年 2月 27日 仙菱地方気象墓にて〉
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